
地域防災検討部会 

設置年度 

 平成 24年度～平成 25年度 

 

設立の目的 

 未曾有の被害をもたらした東日本大震災を受け、平成 23年度の協議会において示

された「大規模災害を想定した2市8町の圏域全体の課題」に対する方策を導き出し、

広域的な地域住民の安心と安全に資するための取り組みを検討・調査します。 

 

検討内容 

1 迅速かつ実践的な対応が可能となる災害連絡協定のあり方について 

2 使用不能となった役所機能の相互補完や登庁不能職員の地方自治体での受け入

れ等について 

3 災害弱者の福祉施設への受け入れや医療体制のあり方について 

4 帰宅困難者への対応策について 

5 圏域内で足並みをそろえた被災地支援の方策について 

6 広域行政圏単位での支援協定の締結について 

 

解散の理由 

 相互連携や避難者対策などの各課題の方向性について一定の整理ができたことや

引き続き取り組んでいく事項は、防災部会に引き継いで検討していくこととなったため、

平成 26年 3月 31日に部会を解散しました。 


